
会 議 要 旨 

   

１ 会 議 名  第二期北九州市人権施策審議会 第５回会議 

 

２ 議   題  （１）本市の人権施策の推進状況 

         （２）その他 

          

３ 開 催 日 時    平成２１年１月２３日（金）  

１５時００分 ～ １６時３０分 

 

４  開 催 場 所  北九州市人権推進センター会議室 

 

５ 出席した者の氏名  

（委 員）稲積謙次郎会長 

ほか委員１１人            計１２人 

     （事務局）保健福祉局長 

          ほか事務局５人            計 ６人 

 

６ 議題、議事の概要  

（１）保健福祉局長あいさつ 

（２）報告 

ア 北九州市基本構想・基本計画の策定について 

イ 人権の約束事運動推進協議会の設立について 

（３）議事 

  事務局から本市の人権施策の推進状況について報告した後、各委員がそれぞ

れの専門的立場や市民の視点から意見を述べた。 

   

【委員からの意見等】 

＜人権の約束事運動について＞ 

○ 運動に参加するメリットとして、積極的に参加団体名を公表した方が良

いのではないか。 

 

○ 行政主導で進めるのではなく、市民が自分達の問題として取り組もうと

思ってもらえるように進めた方が良い。 
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○ 若い世代の人にも積極的に運動に取り組んでもらうことが、これからの

課題である。 

 

○ 参加団体の活動を「ふれあいフェスタ」等の大きな行事の中で発表して

いただくなどにより、運動を盛り上げていくことが必要だ。 

 

＜北九州市基本構想・基本計画の策定について＞ 

○ 「人権文化のまちづくり」が、市のマスタープランである基本構想・基

本計画の中に位置づけられたということは、評価・歓迎すべきことだ。 

 

○ 基本計画の中にも同和問題への取組みが位置づけられているという認識

を持ってほしい。 

 

    ＜人権教育・啓発について＞ 

○ 人権啓発映画については、上から「見なさい」ではなく、「見なくては

いけない」という意識へと高めていかないといけない。 

 

○ いじめられている、人権を侵害されている側への対応だけでなく、いじ

めている、人権を侵害している側への対応をしていかないと、いじめの

連鎖は断ち切れない。いじめている側の子どもたちへのアプローチが必

要だ。 

 

７  問い合わせ先      保健福祉局人権推進センター人権文化推進課企画調整係   

                       電話番号（５６２－５０１０）   
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